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1) アミノ酸(又は脂肪族カルボン酸)がカルボキシル基のみで、コバルト(皿)に配位し. [Co( en)2 
(OCO-R)2 J n+型錯体を形成する際には，カルボン酸(又はアミノ酸)のカルポキシル炭素と α 炭素は，
各々，低磁場側ヘ約7ppm と 1ppm シフトすることがわかった(フリーの配位子の酸性溶液中の値に対
して)。また，カルボキシ炭素のケミカルシフトが配位子場の強さと相関を持っている事も明らかにす
ることができた。即ち，カルボキシ炭素のケミカルシフトが高磁場側に出現する酸ほど単座のカルボ
ン酸としての配位子場は弱くなっている。これらの知見をもとにして. trans(Oo ， Oo )ーおよび trans
(0)', 00)-[Co( en)2 (L-aspH2 )2J3 +, trans( 0 0 , 00 )ーおよび、trans(0 6', 00)-[Co(en)2(L-glu H2 )2]3+の構
造を帰属することができたO
2) a- アミノ酸がアミノ基とカルボキシル基でキレート配位した [Co(NH3 )4(aa)]2+型錯体において
カルボキシル炭素と α炭素のケミカルシフトは，各々，低磁場側ヘ約15ppm と 4ppm シフトすることが
わかった。又， α炭素のケミカルシフトは構造類似のアルカン(又は置換アルカン)からも推定可能
であることも明らかになった。 βーアミノ酸はキレート配位するとカルボキシ炭素は約6ppm ， a 炭素は
? ?qδ 
約2ppm低磁場シフトするが，この挙動はrアミノ酸とはかなり違っている。又， N- アルキルーα ーア
ミノ酸の.1ch( Coxy)/ .1 ch( Cα)値は 1.8~2.8であり 他のα- アミノ酸の値より小さくなっている。




ala)(gly)( en)] +, [Co(β-ala)(gly)( ox))] ーの 7 種の異性体の構造の帰属を行うことができた。さらに議










ラメーターの加成則から予測できる部分との 2 つに分けられることが判明し この後者の部分には錯
体の幾何構造が反映されるので ケミカルシフトの実測値から錯体の幾何異性体の判別と同定の出来
ることが結論された。数組の新錯体の幾何異性体にこれを適用して，従来用いられて来た可視紫外吸
収スペクトルやlH-NMRでは決定できなかった幾何構造が見事に決定されている。
このように阿万君の研究はアミノ酸錯体について実際面に役立つ構造決定法の 1 つを確立したもの
であって，錯体化学に寄与する所があり，理学博士の学位論文として充分の価値あるものと認められ
る。
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